
 

神父のつぶやき 

                              カトリック甲府･塩山教会                 

主任司祭  白木 信一 

  

私たちの信仰は、主日のミサごとに唱える「信仰宣言」、すなわち「使徒信条」

や「ニケア･コンスタンチノープル信条」に示されている。その内容について、普

段私たちはどれだけ意識して唱えているだろうか。 

世の中の人々が「神を信じている」と宣言する時、そう宣言しているすべての

人が同じ神さまを信じているわけではない。私たちキリスト者は、「使徒信条」や

「ニケア･コンスタンチノープル信条」において宣言されている神さまを、言うま

でもなく信じている。 

 宗教ごとにその信仰生活のあり方があるかと思うが、私たちの信仰生活には教

会生活がともなっているもの。「使徒信条」にしても「ニケア･コンスタンチノープル信条」にしても、「三位

の神を信じる」の他に「教会を信じる」との信仰告白もしているのである。 

 ある小教区でこんな人がいるのですよと教えていただいたことがある。「私は神さまを信じ、家でお祈りも

しているから、教会に行かなくてもいい」と言う人がいるとのこと。このように言う方は信仰があるようだが、

キリスト教の信仰とは違う。 

 キリストを信じると告白しながら、教会をないがしろにしたり無視したりするのであれば、それはキリスト

者とは言えない。カトリック教会の教えでは、「私と父とは一つである」（ヨハネ 10:30）、「私を見た者は、

父を見たのである」(ヨハネ 14:9)と断言されるキリストを原秘跡と捉え、この原秘跡であるキリストによっ

て建てられた教会を、キリストとの出会いを媒介する根源秘跡と捉えているのである。その教会は、皆さんご

存知の 7 つの秘跡の儀式により、キリストの現存を効果的に媒介する。その教会を無視するのはキリストと

の交わりを求めていないことになる。そういう方が、キリストを信じていると言えるのか。そもそも、教会が

なければ聖書はないし、秘跡もないのである。洗礼は教会がキリストの名によって授けているのに、その教会

を無視するとは --- !? 

 秘跡のことだけではなく、キリストとの交わりを深めていくために、教会は具体的な信仰生活を指導し、導

く。これを教会の教導職と呼ぶが、そのために教会の組織があり、制度があり、教会法があるということだろ

う。教会は、信徒個人の感覚や考え方や都合で動いているわけではないので、自己流の信仰は避けるようにと

指摘する。 

 コロナ禍にあって、「主日のミサ参加の義務が免除される」とお知らせしているが、この機会に初めて主日

のミサ参加が義務であることを知った方もおられるかもしれない。義務であることは教会の教導職におけるこ

となので、コロナ禍にあって免除するという教導職の執行があったということである。 

 正しい教会生活を送って信仰を豊かに育んでいき、キリストとの交わりを深めていきたいものである。



   お知らせ（2 月） 

新型コロナ感染症対応ガイドライン 

 高齢者、基礎疾患がある方へのミサ出席の自粛要請。 

 全ての信徒へのミサ出席義務免除。 

 教会でのマスク着用（司祭も信徒も）。 

 ミサ出席者は入堂前に検温し、名前と連絡先と日付の記録を残す。 

 聖堂入り口に手指消毒用アルコールを設置。 

 「聖書と典礼」や週報は戻さず、必ず持ち帰る。 

 ミサ中の換気に留意する。 

 献金はミサの中では集めない。 

 平和のあいさつでの身体的接触（握手、抱擁、接吻等）の自粛。 

 聖体拝領前に、司祭も信徒も、再度手指の消毒を行う。 

 聖体を口で受けることの自粛。 

1. 2021 年信徒大会  

2021 年の信徒大会を 2 月 7 日(日)主日のミサの終了後、聖堂で行います。 信徒大会は、小

教区共同体の運営に対して、教会委員会からの報告等に基づき、信徒の皆 様のご意見をお伺

いし、教会委員会で審議し、皆様のご意見を反映させより良い共同体運 営のための大事な会

議です。信徒の皆様におかれましては、万障お繰り合わせの上、ご出席くださいますようお願

い申し上げます。 

2． 世界病者の日  

2 月 11 日は、フランスのルルドの洞窟に「無原罪の聖母がベルナデッタに初めてご出現さ 

れた」日を記念し、聖ヨハネ・パウロ 2 世により 1993 年に制定されました。 ご病気の方

がご自身の苦しみや困難を慈しみ深い神に捧げ、教会のためにお祈り下さっていることに感謝

し、ご病気の方のご回復とために祈りと必要なサポートを行いましょう。  

 



3．四旬節の愛の献金 

2021 年 2 月 17 日（灰の水曜日）より、聖木曜日（4 月１日）まで 

「四旬節の愛の献金」を募ります。フランシスコ教皇様の「四旬節メッセージ」（後日配 

布）をご覧の上、献金をお願い致します。聖堂入口の緑の封筒「四旬節 愛の献金」の封筒に

入れて、聖堂内の「月定献金」のボックスに日曜日にお納め下さるようお願い致します。 

 

4．枝の回収 

昨年のソテツの葉は、２月１４日（日）のミサ後まで、聖堂入り口の箱に入れて下さい。その

後は回収いたしませんので、期日をお守り下さい。 

 

5. 四旬節、復活祭の取組 

〇 灰の水曜日･･･２月１７日（水）１０：３０ 例年通り実施 

○ 枝の主日 ･･･３月２８日（日）１０：３０ 中央、北ブロックのみで実施。枝はミサ後から

午後２時まで希望者に教会で配布する 

○ 聖木曜日 ･･･４月１日（木）１９：００ 参加者限定で実施 

○ 聖金曜日 ･･･４月２日（金）１９：００    〃 

○ 復活徹夜祭･･･４月３日（土）１９：００    〃 

○ 復活の主日･･･４月４日（日）１０：３０    〃 

※ 上記「参加者限定で実施」は、例えば、修道院と典礼委員、入門者だけに限定するなど 

※ 聖週間の典礼参加は、緊急事態宣言の解除状況により見直し拡大して開催することもあり得

る。 

 

6．東日本大震災 10 周年の祈りと献金のお願い 

  3 月 11 日は、6 万人をかけがいのない命が失われた東日本大震災から 10 年を迎えました。

震災復興もまだその途上にあり、また、ご遺族の皆様方のお悲しみは 

  薄れることはありません。被災された方、ご遺族の皆様の悲しみとご苦難を分かち合いために

「東日本大震災 10 周年の祈りと献金をお願い致します。 

（献金について） 

・期間  3 月 1 日（日）～3 月 28 日(日)の間の主日のミサ時 

・方法  ミサの会場 入口に「東日本大震災 10 周年献金」と表示しました箱を置きますので

その中にお入れ下さるようお願い致します。 

・献金先 あしなが育英会 

 

7. きずなの会   2 月は、お休みです。 

 

8．典礼委員会   2 月は、お休みです。 

   

9．広報委員会   2 月 28 日（日） 10：00 ～ センターホール・編集（予定） 

 

10．地域福祉委員会 2 月 21 日（日） 13：00 ～ サンタルチア講堂 



  ※通常は、毎月第４日曜日ですが、２月は都合により第 3 日曜日に更致しました。 

 

関係団体などからのお知らせ 

 

   (１)ＮＰＯ法人こどもサポートやまなし 

     ①運営委員会 

       ２月 16 日(火)18 時 30 分より、サンタルチア講堂で行います。 

②学習会 

       今月の学習会は、２月 14 日(日)及び２月 28 日(日)の 13 時 30 分より 

       山梨カトリック福祉センターで行います。 

 

 

 

 

 



甲府小教区教会活動について 

 

 

２０２１年２月信徒大会にて                           

主任司祭  白木 信一 

 

－、小教区目標 

   

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響のため、活動を休止や縮小せざるを得ない一年でし

たが、教会としての理念の目標が変わることはありませんでした。今年もそのことを確認しながら、

具体的な目標も含めて示したいと思います。 

   

(1) 横浜教区の司牧者梅村司教様は、横浜教区をどのような教会にしていくのかを、最初の司牧書簡『交

わりとしての教会をめざして』（２０００年１２月発行）においてそのビジョンをお示しになりまし

た。それは、キリストの教会の実現に向けてのビジョンに沿うものです。横浜教区の小教区として、

司教様の意向に基づく教会のビジョンのもとに、私たち横浜教区のカトリック信徒は歩んでいかな

ければなりません。 

横浜教区では、洗礼を受けた者はキリストの祭司職、預言職、王職に参与していることを、三部

門という言い方で示し、その成熟を目指しています。キリスト者としての成熟、教会共同体として

の成熟を目指す中で、コロナ禍なりに具体的な歩みを個人としても共同体としても取り組めるよう

にしていきましょう。 

  

(2) 「交わりとしての教会」として成熟していくために、「交わり」を深めていくことも私たちの課題と

言えるでしょう。コロナ禍のお蔭でとも言えますが、ミサの参加がブロックごとになったことで、

ブロックの交わりを深めていく機会になっています。と同時に、信徒にとって大切な最高の礼拝で

あるミサの理解を深める機会ともなっています。こうした経験を通して、小教区民相互の連帯を深

めながら、小教区共同体として真にキリストの教会となるようにしたいものです。 

  

(3) 外国籍の信徒が多い当教会ですので、横浜教区の「外国籍信徒への司牧指針」に基づく交わりの強

化を図るため、昨年３月の教会委員会において一つの対策を打ち立てました。ですが、コロナ禍の

ために実践できずにいましたが、再開できたらと考えています。 

  

(4) 塩山巡回教会の立ち位置をより明確にするため、これまで塩山教会の委員長にも甲府の教会委員会

に参加していただいたり、信徒大会にも塩山信徒に参加を呼びかけたりしました。また、教会の現

況報告書（教勢調査報告書）は、教区の指示により塩山教会を含めて報告していました。今年度か

らは更に財政も統合し、塩山巡回教会を含めた甲府小教区共同体であることを表しました。組織面

でだけでなく交わりについても、さらに一つになっていくことができるよう歩んでいきましょう。 

 



2021 年度信徒大会 

 

 

日時       2021 年 2 月 7 日（日）11：20 より 

会場       甲府カトリック教会聖堂 

内容       2020 年度活動報告、2021 年度活動計画の発表と 

質疑応答 

甲府教会と塩山教会の信徒はどなたでも参加できます。 



待降節黙想会 

 

岩永基恵 

 

 東京カトリック神学院院長の松浦信行神父様を指導司祭としてお迎えし、12 月 5 日に待

降節黙想会が行われました。 

 

配布されたパンフレットに記載されたテーマは『いのち』。 

黙想会の詳細の欄を確認すると、絵本のタイトルが 10 冊 

ほど紹介されていて、絵本を読んでくださるのだと知り、 

娘も一緒に連れて来ていたらとても喜んだだろうなと松浦 

神父様が絵本を読むのを聞いていました。 

松浦神父様は用意していた様々な絵本を通して、大切なこ 

とをたくさん教えてくださいました。 

私が特に気になったのは、現代社会の『良いとこ取りの命 

の感覚の広がりや、良いところじゃない命を見ないふりし 

てしまう』というお話です。物に溢れ、まだ使える物や生 

命のあるものでさえいらなくなれば捨ててしまうなど、価値観が変化している中で、母とし

て子供たちに物や命の大切さをどう伝えていけば良いのか改めて考えさせられました。 

質疑応答の際に、松浦神父様に「黙想会で絵本を使うようになったきっかけは何ですか」と

尋ねると、「どんな人に対しても分かるような伝え方の手段として」と答えてくださいまし

た。絵本は、松浦神父様が自ら探し数多くある物語の中から選んだものだそうです。 

松浦神父様の良く聞き取れる声が読んでくれる、やさしい言葉で語られる絵本の世界の物語

はとても奥が深く、シンプルだからこそ心に響きました。 

 

ありがとうございました。 

 



NPO 法人フードバンク山梨様よりお礼状が届きました。



    ✞✞  今今月月のの典典礼礼奉奉仕仕表表（（22月月・・33月月））✞✞  
 

2 月・3 月 主日ミサ 

2 月 

初金 2 月 5 日（金） 9：３０～ 聖堂  

年間第 5 主日 2 月 7 日（日） １０：３０～ 聖堂 西ブロック 

年間第 6 主日 2 月 14 日（日） １０：３０～ 聖堂 東・南ブロック 

灰の主日 2 月 17 日（水） １０：３０～ 聖堂  

四旬節第 1 主日 2 月 21 日（日） １０：３０～ 聖堂 山城・峡南ブロック 

四旬節第 2 主日 2 月 28 日（日） １０：３０～ 聖堂 中央・北ブロック 

3 月 

初金 3 月 5 日（金） 9：３０～ 聖堂  

四旬節第 3 主日 3 月 7 日（日） １０：３０～ 聖堂 西ブロック 

四旬節第 4 主日 3 月 14 日（日） １０：３０～ 聖堂 東・南ブロック 

四旬節第 5 主日 3 月 21 日（日） １０：３０～ 聖堂 山城・峡南ブロック 

受難の主日 3 月 28 日（日） １０：３０～ 聖堂 中央・北ブロック 

                           

✞ 今今月月ののここよよみみ（（教教会会暦暦・・行行事事等等））✞✞  
 

・主日のミサ 日曜日１０：３０～（各ブロック・各グループ）  
 

２月 ５日（金）初金ミサ       ９：３０ ～ ミサ 

 

７日（日）年間第５主日    １０：３０ ～ ミサ（西ブロック）入門式 

ミサ後 信徒大会 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ （tiếng Việt） 

 

１４日（日）年間第６主日    １０：３０ ～ ミサ（東・南ブロック）入門式 

 

１７日（水）灰の水曜日     １０：３０ ～ ミサ 

      

２１日（日）四旬節第１主日   １０：３０ ～ ミサ（山城・峡南ブロック） 

洗礼志願式 

                     １２：３０ ～ 韓国語ミサ   （ 한 글 ） 

１5：００ ～ スペイン語ミサ    （Español） 

 

２８日（日）四旬節第２主日   １０：３０ ～ ミサ（中央・北ブロック） 

１４：００ ～ 英語ミサ     （English）                            

 

３月 ５日（金）初金ミサ       ９：３０ ～ ミサ 

 

７日（日）四旬節第３主日   １０：３０ ～ ミサ（西ブロック） 

１４：００ ～ ベトナム語ミサ （tiếng Việt） 

 


